
 

竹下家で育った黒千石大豆【無農薬栽培】 

 

小豆と同じか少し小さい黒大豆（約 100 粒）です。 

 

和名： 黒千石大豆 

学名： Glycine max 

形態： マメ科ダイズ属、一年草 

種別： 固定種 

収穫： 90～100 日 

 

北海道の在来種で、昔は緑肥用に栽培されていたそうですが、

成熟までに長い生育期間を要するため、いつしか栽培する農家

がなくなって、一時は絶滅したかに思われていたそうです。 

 

しかし、2001 年に黒千石大豆の種が 50 粒見つかったのをきっ

かけに、栽培を容易にするための改良を加え、ある程度の量が

収穫できるようになったことで復活に成功し、その後は小粒の

黒豆納豆用として生産されています。 

 

テレビでポリフェノールを多く含む食品として紹介されて人気

が出て、今では、きな粉、お茶、味噌、煎り豆など、色んな用途

に使われています。 

 

参考サイト：

https://portal.hokuryu.info/topics/agri/20150108 

 

育て方 

 

発芽適温：15～20℃ 生育適温：20〜25℃ 栽培温度：18～28℃ 

まきどき：6～7 月  収穫適期：11～12 月（枝豆は 10 月中まで） 

連作障害：あり 2 年間空けてください。 

 

１．種まき 

 

高温が苦手なので、北海道以外は７月に入ってからの遅

まきにした方が９月に涼しくなって開花するので安心

とのこと。その場合、収量は少なくなるそうです。 

 

【ポットで苗を育てる場合】 

 

育苗ポットに赤玉土小粒など種まき用の土を入れ、指の第一関節

ぐらいまで埋まる深さに種を 2 粒ほど土に押しこみます。 

土が乾かないよう水やりをして管理します。 

7～10 日ほどで発芽し、本葉が 1～2 枚ほど生えた頃にプランター

や地面に少し深めに植え替えてください。 

 

【直播きの場合】 

 

畝間は 90cm、30～40cm 間隔で 2～3 粒ずつ蒔きます。ハトなどの

鳥に食べられないように確実に覆土します。ネットなどで防御す

るのが確実でしょう。 

根が浅く苗が倒れやすいため、本葉が 1 枚出たときと本葉が 3 枚

出たときに株元へ土を寄せて苗を安定させると良いそうです。 

 



２．育てる環境 

 

水はけのよい日当たりの良い場所がよく、肥料は少ない方が健全

に育ちます。 

 

マメ科の植物は、空気中の窒素を取り込む根粒菌と共存

しているので、肥料は少なめでも栽培できます。 

 

 

３．水やり 

 

水を大量に必要とする開花期に水切れすると、実があまりつかな

くなり小粒になるので、開花期に晴天が続いて土の表面が白く乾

いていたら、朝か夕方に水をたっぷりあげてください。 

 

４．収穫 

 

葉が落ちて株全体が茶色く枯れ、サヤをふるとカラカラと音がす

るようになったら収穫します。風通しのよいところで、2 週間ほ

ど乾燥させてください。 

勝手にパチンパチンとはじけ始めるので、その時に脱穀すると、

気持ちよくサヤから豆が外れます。 

 

豆が小さいため、収量は期待できませんが、蒔けば誰で

も育てられると思います。大豆は種としての寿命が短い

ので、毎年新しい種に更新するとよいそうです｡ 

 

  

  

竹下家と黒千石大豆との関わり 

 

2020 年に固定種のタネ屋さんから購入し、3 年間育ててみたので

すが、発芽率がよく、虫もつかず、小豆より育てやすいと感じま

した。 

放任で育てても実が入ります。 

しかし、本葉数枚が出るまでは、鳥対策は必須です。 

 

脱穀は大変ですが、自分で作った豆を食べる幸せは大きいです。 

収穫された種を食用として販売しても、栽培後に採種された種を

再販しても問題ないとのことで、プレゼントします。 

 

うまく収穫出来たら、美味しく食べることができます！ 

豆が小さいので、数時間水に浸して、つけ汁ごと圧力鍋で 10 分炊

くと、柔らかくなります。 

味付けは、黒千石大豆 1 に対して 4 分の 1 の量の醤油のみで、と

ても味わい深く美味しいです。 

 

試しに、育ててみてください。  

パータ こと 泰子 

 

 

 

 

 

 

 

 


